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0０、はじめに

１、新聞レイアウトの主なセオリー

①「禁じ手」を使うな

②２行見出しは「８本１０本」とし、正体を使え

③見出しは３行見出しまでとし、 千鳥（チドリ）の形

にせよ

④見出しの書体は、明朝体またはゴシック体を使え

⑤基本文字は、明朝体を使い、平体にせよ

⑥紙面は、「白い」をなくし、「黒い」を散りばめよ

⑦トップ記事の見出しには 地紋を使用せよ

⑧あらゆる場面で、反復はタブーだ

「レイアウトの基本」となると、どうしても、「新聞レイ

アウトの基礎」をざっとたどることになろうかと思いま

す。そこで、まず、みなさんも１度は耳にしたことがあ

るかもしれない、代表的な「新聞レイアウトのセオリー」

についてから、このレクチャーをはじめてみたいと思い

ます。

ここでは、そんなものがあるんだなあ、というほどの理

解でいいのです。

①は、「腹きり」「泣き別れ」など、「やってはいけない」

といわれている「レイアウト・タブー」のことです。

「両落ち・両流れ」「飛び越し」「飛び降り」「割り込み」

「煙突」「またぎと流しの混在」「しりもち」などは、「や

ってはいけない」といわれています。

「やってはいけない」ことは、⑥、⑧もそうで、⑥の

「白い」というのは、記事が２０行以上も、数段にわた

って、流されたり、たたまれたりすると、読み疲れして、

読み辛いとされ、「やっていけない」ということになっ

ています。見出しとか写真など「黒い」ものを配置して、

白い面積を小さくせよ、というセオリーです。⑧の反復

タブーは、禁じ手の「煙突」（見出しが縦に並んだり、

横に並んだりすること）もその一つですが、同じ写真は

ページが異なっていても使わない、とか、見出しに同義

反復・同語反復はやめる、などがあります。記事の書き

方でも、同義反復・同語反復は排除したほうがよい、と

いわれています。

「やったほうがよい」「やれ」というセオリーが、②③④

⑤⑦です。

特に③は、後でもじっくりと触れますが、「新聞レイア

ウト」「新聞デザイン」の要（かなめ）ともいうべきセ

オリーです。これが無くなったら、新聞デザインは、そ

のアイデンティティーを失うのではないか、という議論

が行われているほどに、重要なセオリーです。

ざっと見ると、「新聞レイアウトのセオリー」は、こん

なところを軸にしています。

２、セオリーはどこからきたか

①日刊一般新聞、ニュース面

②ブランケット版

③活版時代

④モノクロ

⑤縦組み漢字仮名まじり文……

⑥ジャーナリズム

＊ザワザワ・ゴチャゴチャ感・元気な紙面にせよ

これらのセオリーは、どこで生まれたのでしょうか。い

うまでもなく「新聞」の制作現場で生まれたのです。そ

の新聞とは、

第１には、日刊発行の一般新聞のニュース面でした。

第２には、ブランケット版の制作現場でした。

第３には、活字印刷の時代のセオリーでした。

第４には、モノクロ紙面が主流の時代のセオリーでした。

第５には、新聞は縦組みで漢字仮名混じり文の日本語を

使用することから生まれたセオリーでした。

第６には、ジャーナリズムであることを条件として生ま

れてきたセオリーであったことも加えておき

たいと思います。

これらに加え、より多くの読者に読まれなければならな

いための工夫として、元気のよい、ざわざわとした、世

間を反映した、「ごちゃごちゃ感のある」紙面作りをせ

よ、というセオリーもあります。新聞は、商業新聞でも

あり、売れなければなりませんから、マーケティングの

要請もあったし、現在もあるのです。

３、広報というメディアと「今」―２００４年

①タブロイド版と自治体広報

‡冊子型（雑誌デザイン）

·1億総デザイナー（ＤＴＰ）、1億総編集者（ＨＰ）の

時代

テーマは、市町村自治体広報のレイアウトについてです。

それを、一般新聞のレイアウト・セオリーに引きつけて

考えようとしています。

２００４年現在の市町村自治体広報は、大別して、新聞

をモデルにした「タブロイド版広報」と、雑誌をモデル

にした「冊子型広報」の２通りがあります。冊子広報型

は、Ａ４判、Ｂ４判、Ｂ５判で、いずれもタブロイド版

より小さく、当然ながら、商業印刷方式のものがほとん

どです。

人口規模の大きい都市部は、情報量も多いため、タブロ

イド版の新聞型が多いようです。東京の三多摩地域も、

圧倒的にタブロイド版の発行が多く、これは伝統的とさ

えいえる状況です。

こんな背景を踏まえれば、「タブロイド版のレイアウト」

という角度で自治体広報のことを検討できるのではない

か、と考えました。タブロイド版の新聞は、行政広報に

限らず、議会広報をはじめ、地方新聞、地域新聞、業界

新聞、ＰＴＡ広報、政党機関紙、労働組合機関紙、学校

新聞……などが、盛んに発行されています。

そのレイアウト・セオリーは、朝毎読（ちょうまいよみ）、

日経、産経の全国紙や、ほとんどの地方新聞のセオリー

を踏襲（とうしゅう）しています。すなわち、これらブ

ランケット版のレイアウト・セオリーから学んでいま

す。ブランケット版一般新聞のレイアウト・セオリーに

は、「レイアウトのイロハから高度テクニックまで」あ

らゆるレイアウトセオリーが詰まっており、レイアウト

を実践するには、最良のモデルとなっているのです。

新聞と対極をなす、一方の「雄」が、雑誌です。雑誌は、

新聞レイアウトとは別の、独自のセオリーを積み上げて

きました。しかし、両者（新聞と雑誌）は、相互に影響

し合う面も多く、レイアウトにも共通する部分がありま

す。最大の共通点が「段組」です。雑誌や新聞と、ポス

ターやチラシとの違いは、段組の有無によります。

実際のタブロイド版レイアウトは、実は、新聞レイアウ

トの影響も、雑誌レイアウトの影響も受けています。そ

のことによって混乱が生じているのですが、そのことに

よって新しいメディアとしての独自なレイアウトを切り

開いてもきました。

ＤＴＰ（Ｄｅｓｋｔｏｐ　Ｐｕｂｌｉｓｈｉｎｇ）やＨ

Ｐ（Ｈｏｍｅ　Ｐａｇｅ）の進化、一般大衆への浸透が、

この流れに拍車をかけています。ＤＴＰの浸透が、「１

億総デザイナー時代」を告げ、ＨＰの隆盛が「１億総編

集者の時代」を告げています。紙メディア（ぺーパー・

メディア）のみならず、デジタル・メディア（電子メデ

ィア）を含めて、メディアのレイアウト、デザインは複

雑に影響し合っているのですが、そのために混乱してい

るともいえる状況になっています。

タブロイド版レイアウトも、ブランケット版新聞をはじ

め、雑誌、ＤＴＰ、ＨＰなどの、さまざまなメディアの

影響を受け、そのセオリーを摂取しているがゆえに、混

乱していると言えます。この混乱の中から、しかし、タ

ブロイド版レイアウトは、「タブロイド・デモクラシー」

とか「タブロイド・ルネッサンス」とかいわれるタブロ

イド版独自の世界を築き上げはじめた、とも言えるので

す。★サンプル

広報レイアウトを、「タブロイド版のレイアウト」とい

う角度から学習する意義は、このような点にあります。

★ビジュアルという面、広報とジャーナリズムは異なる

★新聞は記事先行、雑誌はレイアウト／デザイン先行
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４、新聞レイアウトの要素と部品

○ビジュアル＞バーバル＆グラフィック

○ ３大部品（本文・見出し・写真）……文字と画像

①本文のレイアウト（流し、たたみ、流したたみ＆横組み）

②見出し。文字（Verbal）と画像（Visual）の両面性、

形（字形・フォント……）とレイアウト（縦横、斜め

……）

③写真のレイアウト。

④その他部品のレイアウト

＊全体のレイアウト＆デザイン。３大部品のバランス

を考えつつ、その他の部品を「創造的に」配置する。

一般新聞の1ページを広げてみましょう。さまざまな要

素と部品で、ぎっしり埋まっているのが理解できます。

ざっと、列挙すると、

①見出し、②前文、③本文、④写真説明、⑤表――の文

字群と、⑥グラフ、⑦イラスト・カット、⑧バックパタ

ン、⑨罫線、⑩写真――の画像群に分けられます。この

ほかに、見逃してはならないのが、⑪空白と、⑫色――

です。これらを、バランスよく配置する作業が、レイア

ウトです。

これらのうちの、見出し、本文、写真の３つを、ここで

は「３大部品」と呼んでおきます。３大部品を配置でき

れば、そのページの大方をレイアウトしたことになる、

と考えてください。これがラフ・レイアウトです。

３大部品は、「血と肉と骨」と言えるほどの「要素」で

す。文字要素（Ｖｅｒｂａｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔｓ）とし

ての本文記事、画像要素（Ｇｒａｐｈｙｃａｌ　Ｅｌｅ

ｍｅｎｔｓ）としての写真、両要素にまたがるのが見出

しです。

その他の部品は、ディテールやテーストを表現するため

の２次的要素と言えます。

これらの部品を一つ一つ、レイアウト・テクニックの基

本という角度から学んでみましょう。まず３大部品の、

本文、見出し、写真。次に、その他の部品という順序で

学びます。あくまで、「基本の基」です。これらの部品

の一つ一つについて、レイアウト上、知っておいたほう

がよいという「最低限」です。

５、本文の書き方とレイアウト

＜本文の書き方・書かれ方＞

新聞の本文記事には、書き方のルールがあります。より

多くの読者に、わかりやすく、間違いなく伝えるための

約束ごとが、長い歴史の積み重ねの中で築きあげられて

きました。それをマニュアルとしてまとめたものが、

「記者ハンドブック」です。

５Ｗ１Ｈ３Ｃを欠かすな、とか、常用漢字・用字用語の

使用基準とか、使ってはいけない差別語だとか、外国の

地名・人名の表記法とか……が記されている新聞制作必

携の辞書です。書き方のルールであって、レイアウトの

ルールではありませんが、レイアウトするときには最低

限知っておかなければならないことが書かれているので

す。

本文記事というコンテンツの作成と、読ませるためのレ

イアウト作成は、本来、ひとつのものであれば、よりス

ムースに運ぶものでしょうが、実際は分業する場合がほ

とんどです。このために、書かれた記事の意図を、レイ

アウトする段階で汲み取りそこねることも起こります。

分業のシステムが、両者の意思疎通を妨げ、ちぐはぐに

なってしまっては、よい紙面はつくれません。レイアウ

トという作業は、コンテンツ（記事）のより深い理解を

求められ、単なる素材でしかない大元の原稿をよりいっ

そう引き立たせる「記事」として完成させる仕事です。

取材し、原稿を作成する作業を、編集・整理し、レイア

ウトする作業が上手に引き継がねばなりません。ですか

ら、レイアウトするためには、記事の約束ごとを取材記

者以上に知っておく必要があるのです。「書く技術」に

精通していないで、「書かれた記事」をレイアウトする

ことがうまくいくわけがありません。

ニュース面の本文記事（報道記事）の書き方の「基本の

基」として、

①主語と述語、５Ｗ１Ｈ３Ｃという必要不可欠な要素を

盛り込みながら正確で、簡潔・平明で、「インパクト」

のある文章になるように書きます。★主述＞５Ｗ１Ｈ

②まず重要なことを先に書き、文末に行けば行くほど重

要度の低い内容になるように書きます。これを、「逆

ピラミッド型の文章」と呼びます。

③「 テニオハ」（＝助詞）を正確に使い分けて書きます。

④句読点を丁寧に打った文に、７行（１２字詰め）前後

で改行して書きます。

⑤接続詞は極力、避けて書きます。

⑥口語文にし、無闇に文語は使わないで書きます。

⑦「中学生が読める」「80歳が読める」記事を意識して

書きます。

⑧英文法でいう「単文」が望ましく、「重文」ならまだ

しも「複文」は避けて書きます。

⑨「用語用字」は、記者ハンドブックに準じて書きます

……などを、ここでは記しておきます。

＜本文のレイアウト＞

本文記事の「形」を見ていきましょう。レイアウトの

「血」に相当する重要な要素である本文の「形」です。

＊縦組み、日本語、漢字仮名混じり文を前提

①流し……右から左に、モノにぶつかったら、右下に落

ち、また右から左に流れていく本文の形です。

②タタミ（囲み）……記事を、２段、３段、４段…と等

分して割り、結果、矩形にします。囲みは、タタミを

罫で囲んだ形ですから、タタミのバージョンと考えら

れます。

③流しタタミ……流しの途中で、モノにぶつかった記事

が右下に落ちたとき、落ちた記事を割る（＝タタム）

形です。

④横組み……字詰めを自在に変更しながら、横組みを縦

組み記事の中に配置します。

ニュース面は、この４種類の「形」があり、これらを紙

面の各所に配置してつくります。

フィーチャー面（読み物面）やオピニオン面、情報面は、

「流し」をほとんど使いません。これらの面は、矩形、

Ｌ型のモジュールとする場合が多いのです。このことは、

「流し」記事が、報道やニュースに適している、と想定

されていることを意味しています。

本文記事は、このほかに、行間を縮小したり、写真を食

い込ませたり（回り込ませたり）して、その「形」を変

えることもありますが、レイアウトの技法としては、流

し、タタミ（囲み）、流しタタミ、横組のうちに包含さ

れます。

★ブロック組み

６、見出しについて

①読ませるための「３段階」

②読解力と造形力

③内容（Verbal）と形（Visual）

④見出しの形。字体、字形、書体、フォント、並べ方…

…

⑤８本10本・千鳥見出しと 余白……

見出しは、本文を読ませるためのパイロット（水先案内）

です。見出し→前文→本文の「３段階」を踏んで、読者

が記事を理解することを容易にするための装置です。

本文がまずあり、それを読解し、要約し、言葉を紡いで

「見出し」を生み出し、生み出した見出しの形を作りあ

げる。

これら一連の作業は、

①Ｖｅｒｂａｌな側面。バーバル。言語の読解と要約、

語彙選択（発見・創造）という表現の領域。

②Ｖｉｓｕａｌな側面。ビジュアル。生み出した見出し

をインパクトのある形にする表現の領域。

――の２つの領域にわたる「表現」の仕事です。端的

に言えば、内容（コンテンツ）と形（ビジュアル）にわ

たる仕事です。言語力と造形力が求められます。

＜見出しの形・基本の基＞

★見出しをとる　何がどうした＞５Ｗ１Ｈ

★サンプル参照

＜チドリ見出しについて＞

「チドリ」とは、主見出しと袖見出しの並びが、「斜」を

描いた状態を指す、新聞制作現場「門外不出」の伝統的

な「技」です。

「千鳥足」「浜千鳥」「千鳥格子」の「千鳥」から由来し

ていることは、ほとんどまちがいないことでしょう。

「千鳥」という鳥は、両足を並べて立つことが少なく、

常に、「一歩を踏み出した」格好で立っています。敵か

ら、身を守る姿勢であり、攻撃の姿勢でもあります。い

つでも、攻守どちらへも転じられる姿勢なのです。片方

の足が、もう一方の足と並んでいない状態で、歩行力、

広報レイアウトの理論と実践／基本の基　　2
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飛翔力ともにすぐれている千鳥という鳥のイメージが、

「新聞整理の技法」として取り入れられました。

柔術、合気道など、日本の古武道の基本姿勢にも、この

「千鳥」という姿勢があります。「千鳥足」は、酔っ払い

の足どりですが、これも、乱れた足並みながら、両足が

並ぶことのない姿勢です。

＊＜千鳥足＞

１、馬の足並がはらはらと千鳥の羽音のようである

こと。

２、左右の足の踏みどころを違えて歩く千鳥のよう

な足つき。（広辞苑）

いつだれが、そう名付けたのか不明ですが、新聞整理、

新聞制作の現場で、見出しの並びの形が「千鳥」の姿勢

に似ていることから、この形を「千鳥」「チドリ」と呼

んだのです。

見出しの並びにおける「チドリ」は、新聞レイアウトの

「命」として、見出しのみならず、記事の配列、罫、写

真の配置などへと応用されていきます。新聞デザインの

「命」であり、「アイデンティティー」と言って過言でな

い「技」であり「思想」でもあります。そこには、「余

白／空白の表現」に関しての「日本の文化」のシンボリ

ックな形が示されています。

近年、新聞レイアウトのデザイン化が進み、「チドリ」

は消えかかろうとしているかに見えますが、そうなった

時には、新聞デザインのアイデンティティーが失われる、

という見方があります。アートディレクターの東盛太郎

さんは、新聞デザインの根源を支える「チドリ見出し」

が、本阿弥光悦が俵屋宗達の絵に書いた「散らし書き」

の構図にまで遡（さかのぼ）る、という「新聞デザイン

のアイデンティティー論」を展開しています。

紀貫之にはじまる「仮名」は、書の世界に「女手」の隆

盛を生み、数々の「かな書」の極致が生まれました。そ

の極致の一つに「寸松庵色紙」があり、現在、国宝にな

っていますが、これも「散らし書き」で書かれています。

このほかにも、「散らし書き」は「分かち書き」ととも

にいくらでもあります。短歌・俳句などは、ことごとく

が「散らし書き」で書かれていると言って過言ではない

でしょう。

夕月夜小倉の山に鳴く鹿の声の内にや秋は来るらむ　　　

紀貫之

という和歌を、紀貫之は、

ゆふつくよ

をくらの山になくしかの

こゑのうちにや

あきはくるらむ

紀貫之

と「改行」を加え、「平仮名」でしたためました。そし

て、３行目を「字下げ」して書きました。この「散らし

書き」は、多くの歌人によって試みられ、やがて、「俵

屋宗達／尾形光琳」へも連なっていきました。

「散らし書き」は、「かな書」の常道として、現在でも書

道の世界で盛んに行われていますし、平安の時代から、

連綿として受け継がれてきた「日本文化の結晶」とさえ

言えるものです。その「散らし書き」が、新聞見出しの

「チドリ」として、いつの日か、使われるようになった

のは、極めて自然の成り行きでした。

「チドリ」については、昭和６年発行の、東京朝日新聞

整理部編の「新聞の読み方」だったかという冊子に、

「新聞の見出しは千鳥見出しと言う。これは４行が基本

である」と書かれています。

★冠見出し、かぶせ見出し、割り見出しによる「チドリ」

の崩壊／侵害

★頭揃え／シンメトリーの浸透

★対称／非対称

「チドリ」には、おおげさに言えば、新聞デザインの過

去・現在・未来がかかっており、そのことは、「日本の

伝統文化」の浮沈とも関係しているかもしれない、と言

えるほどに「日本文化のアイデンティティー」の問題で

もあるわけなのです。

★朝日新聞＆東大情報研

★永原康司「日本語のデザイン」、松岡正剛「編集工学」

★「茶の本」

７、写真の扱いについての基本の基

①編集権

○トリミングでなにをする？

○トリミングは、著作権と編集権のたたかいだ

②著作権

○「切り抜き、乗せ」厳禁の一般紙

○写真は添えものではない

③ステロタイプな感覚、刷り込まれた感性に注意！

写真の扱いは、これまで「不当」と言えるほどに、粗末

にされ、冷遇されてきました。今でも、大新聞社の中で、

写真のことを「添え物」と呼んでいるところさえありま

す。文字原稿に「添えるもの」として、従属的な位置づ

けが行われ、「差別」されてきた歴史があります。

近年、ようやく、写真の「表現」「報道」の主体性を重

んじる風潮が生まれたのは、一に、写真のもつジャーナ

リズム性の再評価や著作権思想の浸透、二に、紙面のビ

ジュアル化の進展といった、二つの流れが背景にありま

す。「添え物」として軽視される状況ではなくなったの

ですが、過去の慣習や経験が、一挙になくなるわけもな

く、現在でも、悪習はいたるところで続けられています。

レイアウトの角度から、写真を考えていく時にも、この

点を視野に入れる必要があります。その典型的な例が、

トリミングというシーンに現われます。写真のトリミン

グは、写真の主体性を、編集という名で侵犯する、とい

う本質をもっているのです。ビビッドには、「著作権と

編集権の対立」として、トリミングという作業は問題化

することがあるのです。★

そもそも、トリミングは、どのような目的で行われるの

でしょうか。それは、「イメージの集中」という編集方

針、紙面制作方針に拠っています。取材された文字原稿

（記事）に即して写真を配置し、記事の内容に沿って写

真をトリミングし、そうすることによって、記事全体の

インパクトやわかりやすさを生み出す、という編集上、

紙面制作上の要請からです。この作業の中で、トリミン

グは行われ、記事全体の「イメージの集中」を「補足」

するようになっています。情報の取捨選択、追加削除と

いった「情報の管理／操作」がトリミングです。

もちろん、このことは、新聞社内で明記された了解、あ

るいは暗黙の了解となっていますし、写真記者（カメラ

マン）と編集・整理記者の間の分業の中で認められてき

ました。

「写真の扱い」のルールとして、①切り抜きの禁止、②

写真の上に他の写真を乗せることの禁止――などを実行

している新聞が一般的です。これらは、「写真という事

実」、写真の主体性、著作物性、作品性を尊重し、写真

のジャーナリズム性、報道性などを配慮した結果です。

★ＦＡＣＴ＆ＦＡＫＥ

「１枚の戦場の写真」が、文字原稿の何千、何万行に匹

敵する「情報」を伝える、というようなことがあります。

「行数」に換算できない、文字原稿とは異質の、ビジュ

アル・コミュニケーションとしての写真への評価は、こ

の程度の扱いルールに止まっていいわけがありません。

写真は、フォトジャーナリズムとしての独自な領域を確

立していますから、無闇な加工は控えるべきであるとい

う考え方が、「新聞写真」の領域にも及んできました。

しばしば論じられる例があります。

オウム真理教（現アレフ）が、マスコミへの記者会見を

行ったときの「ニュース写真」のケースです。複数の教

団幹部がこざっぱりした教団服姿で、微笑をたたえて会

見に臨みました。何枚も撮られた「絵」は、当然ながら

微笑をたたえたオウム教団の姿でした。新聞編集の現場

では、「あんな残虐な事件を起した集団の笑っている顔

は載せない」というステロタイプのルールがあるのです。

そのため、「オウムの笑顔の写真」は新聞には掲載され

ませんでした。

「あんな残虐な事件を起した集団の笑顔」だからこそ、

無気味なリアリティがある。「外見的なイメージと、そ

の人の内部で起こっていることのギャップが核心にあ

る」ような事件では、「笑顔の写真」のほうがリアリテ

ィがあるのではないか、という意見が新聞社外部のフリ

ーの写真家から出されています。「笑顔の写真」は、結

局、雑誌には掲載され、新聞には掲載されなかった、と

して新聞編集側の課題になっています。

写真の扱いも、見出し作り、記事の書き方などと同じよ

うに、紋切り型（ステロタイプ）、ワンパタンの発想へ

の再考が求められている、ということができます。

広報レイアウトの理論と実践／基本の基　　3
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８、オーソドクスなレイアウトから最新傾向・

発展形（ポスター、ちらし）まで

① ニュース面、フィーチャー面、オピニオン面、情報

面……

②ニュース面レイアウトのいくつかの方法

１押さえて流す（流したたむ）

２紙面分割パタンに当てはめる

３グリッド・システム

４アンチ・オーソドクス。直感・ひらめき

③ニュース面以外のレイアウト

１オピニオン面

２情報面レイアウト

④ちらし、ポスターなどへの展開

①一般新聞の「面建て」を見ると、ニュース面と、ニュ

ース面以外の面に分かれています。ニュース面は、第

１面の総合面をはじめ、国際面、経済面、社会面など

のことです。それ以外の面は、フィーチャー面（読み

物面）といわれますが、特集面全般を指す場合が多く、

この中でも、内容が専門化して、オピニオン面、情報

面などの分類も行われるようになりました。

ニュース面は、記事の変動が多く、緊急で重大なニュー

スが飛び込んでくると、「差し替え」が発生し、レイア

ウトの変更が行われます。「差し替え」は、版帯（時間

帯）によっては、「部分差し替え」で済ませますが、超

重大ニュースの場合には、「全面差し替え」という大掛

かりなレイアウト変更を、しかも全ページに及び行うこ

ともあります。

「禁じ手」が強く意識されるのは、ニュース面において

である、ということができます。フィーチャー面では、

「追い込み」で紙面が作成される場合が多く、あるいは、

定型のレイアウトである場合が多く、降版・印刷日当日

の大幅なレイアウト変更は行わないようになっていま

す。

ニュース面レイアウトのいくつかの方法

②-１　「（左を）たたんで押さえ、（右を）流すまたは

流したたむ」

オーソドックスな紙面をつくるレイアウト方法として、

「（左を）たたんで押さえ、（右を）流すまたは流したた

む」という定石があります。この場合、右上のトップ記

事との関係に注意することが先決です。最重要のトップ

が、左にたたんで押さえたタタミに圧迫され、貧弱にな

ってしまうことを避けながら、繰り返します。

右を流す場合、「流しタタミ」で「押さえる」（＝記事を

止める）ことを併用します。左は、「たたんで押さえる」

ことをしないで、罫を立て、「流す」こともあります。

いずれも、紙面を、右部分、左部分に大別し、記事を追

加削除したり、見出しを３段にしたり、写真を拡大・縮

小したりしつつ調整を図りながら、次第に、紙面左下ま

で、ページの隅々を埋めていくブランケット版特有のレ

イアウト方法です。

②-２　２分割、３分割、４分割、変形２分割、変形３

分割、変形４分割……など、定型の分割パタンを念頭に

置きながら、記事内容と照らし合わせて、いずれかのパ

タンに当てはめていく、という方法もあります。

★９等分、６等分…

②-３グリッド・システムは、原則的には字詰めの変更

を行わない新聞レイアウトでは、通常、使いませんが、

特集面など、臨時的な紙面レイアウトや、はじめて紙面

を設計・作成する場合などに便利です。雑誌レイアウト、

チラシ、ポスターなどの非段組系メディアで活用されて

います。

「割り付け用紙」が新聞レイアウトでは用意されている

場合がほとんどでしょうが、その「割り付け用紙」の単

位モジュールを、主として「正方形」にしたものと考え

るとわかりやすいかもしれません。「行と行間を単位」

とした新聞の割付用紙を、「正方形」で区分して、本文、

見出し、写真、罫などを、「グリッド」に沿ったレイア

ウトにします。「法則性」のある、すっきりした紙面を

つくる場合に好都合です。

②-４　アンチ・オーソドクス　直感的／ひらめきレイ

アウト。メーン写真や見出しの位置を最優先に

するレイアウト。

★オーソドクスな千鳥型、シンメトリー、センター放射、

低重心

ニュース面以外の、フィーチャー面、オピニオン面、情

報面には、このグリッド・システムによるレイアウトが

適しています。「デザイン技法」の新聞レイアウトへの

摂取という側面が、このグリッド・システムには強くは

たらいています。

③-１　オピニオン面

③-２情報面のレイアウト

④ちらし、ポスターなどへの展開

９、新聞レイアウトの禁じ手について

禁じ手を見てみましょう。

①同じ大きさ・形を避ける。（繰り返しを避ける。）

②見出しの横並びは避ける。

③門構えは避ける。門構えとは、罫が横並びになること

です。

④腹きりは避ける。

★毎日、読売新聞の試み

⑤尻餅は避ける。２段以上の写真や、２段以上の見出し

は、最下段に置かないという禁じ手です。１段ものな

ら「まあ、いいか」と許容する向きもある。理由はな

い。

⑥両落ち・両流れ・両降りは避ける。

⑦泣き別れは避ける。

⑧流しとまたぎの混在は避ける。

⑨煙突（見出し、写真）は避ける。

⑩飛び越しは避ける。

⑪そっぽは避ける。人物写真を複数点レイアウトする場

合、右スペースに配置した写真の「絵柄」が右向きに

なり、左スペースに配置した写真の「絵柄」が左向き

になり、互いに「そっぱ」を向いている状態になるこ

とを指し、避けたほうがよいとされている。

⑫割り込みは避ける。ある記事の中に、関連記事でもな

い、まったく異なる記事が、割り込んだ形。

……などが、禁じ手と呼ばれているものです。

「セオリーはどこからきたか？」でふれたように、一般

新聞レイアウトのセオリーは、①ブランケット版、②日

刊発行、③活字・活版印刷、④モノクロ時代……の環境

下に生まれ、育まれてきました。ですから、今日のコン

ピュータ組み版、デジタル・フォント化、カラー化

の時代に、そのまま踏襲する意味は薄れています。

タブロイド版で、しかも、月刊、月２回刊、旬刊か、た

まに週刊といった発行サイクルの新聞や広報紙が、ブラ

ンケット版・日刊のレイアウトセオリーを、「法律」の

ように遵守する必要はまったくないのですが、中には捨

てがたいセオリーもあります。ブランケット版一般新聞

で「禁じ手」とされてきたレイアウトーセオリーを知っ

ておく意義はこの点にあります。今日的なレイアウトを

作りたい場合に、「禁じ手」は、批判的な眼をもって学

習したほうがベターということでしょう。

★ 基本レイアウト・実演／トレーニング――タブロイ

ド版で「押さえて・流す」レイアウト

★紙面分割と直感、右肩とセンター

★タブロイド・デモクラシー（ルネッサンス）

広報レイアウトの理論と実践／基本の基　　4
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１０、紙面刷新へのヒント

どうしたら読まれるか？

＜バーバルな側面＞

○「書く」ということは「泳ぐ」ということと同じ。書

けるようになるのは、泳げるようになるような繰り返

し、経験、時間を要する。寿司のにぎり、鉄棒の逆上

がり、自転車を漕ぐ…

○企画　取材と依頼原稿

○一番近くで「取材」している有利な立場

○広報としてのエディターシップの訓練

・編集＞要約するスキル……。

・記事／本文、前文、見出しで読ませる

○知る権利、知らせる義務、情報公開、広報とは何かを

よく知る。結論的には「読者主義紙面」の創造。政策

広報というよりも「お客さま第一主義」ではないか。

「お上のお触れ」から「市民自治」のサポート広報へ。

コントロールではなく情報公開サービスへ。クリール

委員会のプロパガンダからパブリック・リレーション

へ。全戸配付という媒体力の自覚へ。

＜ビジュアル／トータルに見た現状＞

○「過剰」の一語に尽きる

装飾過剰、色彩過剰、フォント過剰、テク過剰…

編集長はいるけどアートディレクターがいない

○余白

○色過剰

○作り込み過剰。上質紙印刷でありタブロイドであるこ

とを考える

○質感と切れ味

○すっきり紙面であってもよい、あったほうがよいとい

うメディア

○ゴチャゴチャ感が好まれている？らしい新聞

＜読まれるためのヒント＞

お知らせの処理。ページ当たり１０行を削減。見出し、

前文など「編集」するスペースをつ

くる

・フォーム、表記、記号化

・送り込み

・行間／字間／サイズ／字詰めなどの文字組／段組

の工夫

・小見出しのベタ白抜き化

前文／見出しで価値付けを打ち出す「編集権行使」を。

依頼原稿、市民／市域の潜在的リソース／財産の活用

街ネタ（タウン誌的側面）を拾う

号外や特集面、面建て／構成の変更、定期的刷新

定型カット類のリニューアル

見出し回りの余白、風穴的余白

第１面表紙化

インフォメーション・グラフィックス

冊子化

思いきって３段／５段写真を使う

写真／イラスト／グラフィック面の常駐

号外／特集などでのフォロー

要覧／ポスター化などへ分散

ＨＰとの分担

アンチ・オーソドクス紙面すなわちニューウェーブ紙

面の積極的展開

トータル・デザイ二ング、アート・ディレクションな

ど「紙面戦略」を打ち出す。元気なのがいいのか、静

かなのがいいのかか、美しいのがいいのか、などの

「紙面コンセプト」からはじまる。

１１、ＴＩＰＳ　

○三角や楕円（斜）は使用注意

○ジャスティフィケ－ション、天地揃え（両端揃え）に

よる字間の魔伸び

○小文字は飾るな

○小見出しのバック飾りは慎重に

○超扁平（超長体）はほどほどに

○罫は罫のみにあらず

○新聞地紋はもう古い

○新聞罫はもうダサい

○罫の使用の打ち合わせ

○辛い時ほど余白を作れ

○スミ1色に返って、まず作れ

○見出しは正体で

１２、参考文献

◆「情報を見せる」技術、中川佳子著、光文社新書

◆「言葉の行革」のすすめ、南田加辺著、公人社

◆差別用語の基礎知識、高木正幸著、土曜美術社

◆メディアと女性の人権、かながわ女性センター

◆70日間でマスターするレイアウト基礎講座、視覚デザ

イン研究所編

◆新編・新聞整理の研究、社団法人日本新聞協会

◆日本語のデザイン、永原康史、美術出版社

◆おもかげの国、うつろいの国、松岡正剛、ＮＨＫ出版
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補足

紙メディアばかりでなく、全世界に存在するものを「レイアウト」

とみなすことだって可能です。花、シマウマ、建築物、道路、車、自

然、街並み、絵画……。曼荼羅。世界とは「配列」すなわち「レイア

ウト」だと言っても過言ではありません。世界は「広義レイアウト」

と言えます。

Ａ、建築製図（平面図）、年賀状、農地・庭園のデザイン、地図、タ

イル画、棚の陳列、喫茶店の座席、生け花、洋服、車・船・飛行機

Ｂ、花・葉、動物、自然、宇宙

Ｃ、ペーパーメディア＝印刷物

Ｄ、ＷＥＢデザイン

立体のレイアウト、平面のレイアウト

色のレイアウト、光のレイアウト

レイアウトの定義・レイアウトの原理　　　　　　　　　　　　　　　

では、狭義レイアウトと広義レイアウトの違いはどこにあるでし

ょうか。われわれが問題とするレイアウトと「シマウマ」のレイアウ

トは何が異なっているのでしょうか。

編集著作物＝著作権法１２条。

第１２条 編集物（データベースに該当するものを除く。以下同じ。）

でその素材の選択又は配列によって創作性を有するものは、著作物と

して保護する。

②前項の規定は、同項の編集物の部分を構成する著作物の著作者の権

利に影響を及ぼさない。

★職務著作、依頼原稿

印刷物になったレイアウトは、「素材の選択又は配列」ですから、

「編集著作物という著作物」なのです。「創造性」を有するか否かは、

たいした問題ではありません。そのレイアウトが、ほかのだれかのマ

ネで、ほとんど同じという場合以外、レイアウトは創造性が認められ

ます。文章の著作権が、幼児の拙い作文であっても創造性が認められ

るのと同様に、上手い下手はほとんど関係ありません。「主観的」であ

れば「創造的」である、と言ってもよいでしょう。主観的でない記事

がないように、主観的でないレイアウトも存在しない、と考えればわ

かりやすいでしょうか。日本新聞協会は、新聞記者が書く事実報道の

「ベタ記事」にも、記者の創造性を認め、著作権を主張しています。

ちなみに、レイアウト用紙に描いたレイアウトそのものは、著作物

になる可能性があります。現実的に、印刷物になっていないレイアウ

ト（そのもの）が、著作権を主張する場面は、まずあり得ませんが…

…。建築家フランク・ロイド・ライトが書いた設計図に、著作権があ

ることは言うまでもないことですが、われわれが日々作っているラフ

レイアウト（そのもの）も、究極のところ、著作物と言えるのです。

このように、少しずつ整理していくと、レイアウトがわかり、レイ

アウトすることができるようになり、レイアウトが上手になっていき

ます。「経験的に知っていること」を「概念で」理解し、自覚すること

が、実際にレイアウトをすることに役立つのです。

２００４年７月２日

日刊編集センター編集制作局制作部

沢口正樹
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